
 

 

 

 

１．計画の背景と目的 

 本計画は、遠軽町における平時の災害予防対策と、災害発生時の状

況に即した災害廃棄物処理の具体的な業務内容を示すことにより、災

害廃棄物の適正かつ円滑な処理実施を目指すもの。 

 環境省の定める災害廃棄物対策指針に基づき、策定するものであり、

遠軽町地域防災計画や既存計画との整合性を図るものである。 

 災害が発生した際、災害廃棄物等の処理は本計画で備えた内容を踏

まえて進めるが、実際の被害状況等により柔軟に運用するものとする。 

 

２．計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．対象とする災害 

 遠軽町地域防災計画等の関係計画の対象災害を踏まえ、「十勝平野断層

帯主部による地震」「十勝沖による地震」「直下型による地震」及び、遠軽

町洪水ハザードマップ等に基づき、浸水による水害も対象とし、湧別川に

よる水害も想定する。 

 

４．対象とする廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠軽町災害廃棄物処理計画（概略版） 



 

 

５．処理の基本方針 

 （１）基本方針 

   ①衛生的かつ迅速な処理 

   ②分別・再生利用の推進 

   ③処理の協力・支援、連携 

   ④環境に配慮した処理 

 （２）処理の期間 

   過去の大規模災害の事例では、発生から最大３年以内に処理を 

完了していることから処理期間を概ね３年とするが、被災状況に 

併せて処理期間は再検討する。 

 

６．災害廃棄物対策の担当組織 

 災害規模等により異なるが、遠軽町災害対策本部（右図）に併せた

担当組織とする。災害廃棄物については民生対策部が対応する。 

 

７．住民等への啓発・広報 

 災害時には大量の災害ゴミが発生し住民の混乱が想定されること

から、処理を適正かつ円滑に進めるために、住民へホームページ、SNS、

広報紙、チラシの配布、回覧板、広報車による街宣などわかりやすく

啓発を行う。 

 また、災害が発生する前に、被害軽減のための事前準備の普及・啓

発を実施し、災害廃棄物の減量と、被災時の混乱を最小限にする。 

  



 

 

８．仮置場の設置 

 過去の大災害の教訓から、処理期間の短縮、低コスト化、生活環境

の保全や公衆衛生の悪化防止等の観点から、搬入時から分別を徹底す

ることが重要となっている。 

災害廃棄物は膨大な量となることが見込まれ、直接処理施設へ搬入

することが困難となることが想定されるため、仮置場を設置するもの

とし、平時にその候補地を選定する。 

仮置場を設置したときには、場所や受け入れ期間（時間）、分別、持

込禁止物等を明確にし、広報を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※被災した場所や規模により仮置場は変動する必要があるため、実

際の運用時には広報をする。 

 

 

 

 

９．仮置場のレイアウトイメージ 

 災害時には、次のレイアウトを参考に仮置場を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模災害が発生した場合、大量の廃棄物が発生します。そんなと

きでも自分だけを優先し道路や空き地に廃棄物を捨てることは絶対

にやめましょう。 

災害発生時には、被害を食い止めるために皆で協力していきましょ

う。 

 

 

 

想定している仮置場 
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